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葉活酢をご愛顧いただき有難うございます。 

突然ですが、これから、定期的に皆さまに葉活酢に関係する話題を 

お伝えしたいと思っています。 

お酢（ビネガー）の良さを農業関係の皆様と共有出来れば幸いです。 

 

◇熊本県のニンジン生産法人さまのお話 

大自然ファーム（熊本県菊陽町）は平成１３年に農業生産法人「有限会社大自然ファーム」として設立され、耕作面積３５

ｈａでニンジン（ブランド名称「フルーツニンジン」）が主栽培品目で年間１，５００トンを生協さまや量販店さまに出荷されて

います。 

耕作面積規模拡大より効率向上（反収や品質）を重視されています。栽培品種・播種（畝間・株間など）も毎年試行錯誤

されています。また深耕と緑肥２作で連作障害の回避に努められています。ご家族で経営されていますが、従業員さんにも配慮

され機械・設備を積極的に導入され労働環境の改善・週休２日の実現などにも注力されています。ちなみに大自然ファームさん

のニンジンの糖度は７～８度もあり、ニンジンが苦手な方も大丈夫かもです! 

下の画像は２／１９播種７月初旬収穫の圃場ですが、播種後のトンネル被覆（播種以降の生育初期の茎葉部保護を目

的にシートやネットをかけること）なしでの栽培にチャレンジされています。ここでも省力化や環境への配慮を感じました。 

 



◇トピックス（現代農業８月号） 

農文協さんが発刊している月刊誌「現代農業」８月号で酢の特集が組まれました。（７／５から店頭発売されています） 

「現代農業」は業界最大の発行部数（２０万部）であります。 

酢の農業への活用が多方面から紹介されています。 

メルマガ第１号（４月）に登場頂いた福島県のイチゴ農家高橋さんや鹿児島 

県の柑橘（不知火）農家池元さんも寄稿されていますので、ご購読頂ければ有難く存じます。 

 

 

◇宮崎県のブドウ生産者今井農園さまの動画を販売店さまから提供いただきました。参考までにご覧ください。

https://youtu.be/QxDXp2Xf0Ww 

今井さんは都農町ではブドウ栽培で先駆的な試みをされていらっしゃいます。葉活酢もご評価いただいています。ブドウ農家さまや

果樹を栽培されている生産者さまの課題（袋掛け前の処置）解決の一助になれば幸いであります。 

 

「葉活酢ワンダーランド」の配信は４回目の試みになりますので、皆さまの応援を頂ければ有難く存じます。 

また皆様方からのコメントも寄せて頂ければ大変光栄に存じます。 

次回第５号は８月１３日の配信を予定しています。 

お友達を紹介ください!!! 

ご紹介頂いた方へ、弊社特製のビネガードリンクを進呈させて頂きます。 

 

メール配信を希望されない場合はお知らせください。 

最後までお読み頂き、有難うございました。 

 

 

 

 

 

 


